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1.序 看

本報告書は､平成9年(1997年) 7月1日から7月9日までの9日間にわたってラオス国におい

て実施したプロジェクト･ファインディング調査の結果を取り纏めたものである｡本調査は下記

の計画を対象としている｡

ラオス国 メコン農学校開発計画

本調査は以下の要員によって実施された｡

小泉 肇 (日本工営株式会社 理事)

調査団の調査行程は添付資料- 1に示す通りである｡また､調査団が面談し意見交換を行った関

係諸機関の担当者は添付資料- 2に示す通りである｡更に､本調査に関連して収集した資料は添

付資料-3の通りである｡

調査団は､ラオス国政府関係者と開発構想について広く意見交換を行い､多くの助言を頂いた｡

また在ラオス日本大使館､ JICAラオス事務所､及びラオス国農林省に派遣されているJICA専門

家からも多くの助言と御協力を頂いた.更に､メコン河委員会とJICAタイ事務所からも助言を

頂いた｡ここに関係各位の御協力と御支援に対して深甚なる感謝の意を表する次第です｡
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2.背景とニーズ

2. 1 メコン河下流域と農業

メコン河下流域4ケ国の国土面積に占めるメコン河流域面積の割合は､ 4ケ国全体で約48%であ

る.内でも､ラオス国とカンボジア国の国土面積に占める流域面積の割合は約85%と高い割合と

なっている｡

メコン河下流域諸国の流域面積

国土面積(km2) 流域面積(km2)
メコン河流域が

占める割合(%)

ラオス 236,800 202,400 85.5

カンボジア 18l,035 154,730 85.5

タイ 514,000 l84,240 35.8

ベトナム 329.556 65,l70 19.8

合計 1,261,39l 606,540 48.1

下流域の人口は概そ以下の通りであると推計されている｡

メコン河下流域の人口

全国の人口(万人) 流域の人口(万人) 割合(%)

ラオス 460 390 85

カンボジア 970 830 85

タイ 5,810 1,900 33

ベトナム 7,130 1,780 25

合計 14,370 4,900 34

(注) 1993年推定値
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メコン河下流域諸国での就労人口に占める農業の割合は高い｡因に､ 1995年のラオス国の就労人

口に占める農林水産業の割合は85.5%であり､極めて高い割合を占めている｡

ラオスの就労人口(1995年)

10才以上の労働人口 割合

農水産業 1,852,686 85.5

技術.技能労働者 89,429 4.1

サービス.ワーカー 85,713 -4.0

手工芸関連 55,930 2.6

その他 82,743 3.8

合計 2,166,501 100.0

(出典) Basic Statistics aboutthe Socio-economic Development in Lao PDR, 1996

農業分野の就労人口はカンボジアで74%､ベトナムで73%､タイで59%と各々高い割合を示して

いる｡ (アジア開発銀行資料､ 1990-92年)

メコン河下流域諸国では､国内総生産(GDP)に占める農業分野の貢献度も高い｡ラオス国の場

合, 1995年のGDPの543%､ 1996年には52.0%を占めている.

国内総生産の構成(1992年)

農業 工業 サービス業

ラオス 56 17 27

カンボジア 47 17 36

タイ(東北タイのみ) 30 15 55

ベトナム 37 21 42

(出典)アジア開発銀行､他
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農業分野の生産指数を見ると,メコン河下流域諸国の農業生産が1979-81年の平均に比べて各々

かなり成長していることが伺える｡

農業生産指数(1979-81年を100とした指数)

1984 1990 1994

ラオス 127.2 156.1 174.2

カンボジア 123.2 194.4 195.3

タイ 113.1 -124.1 133.3

ベトナム l21.7 152.1 178.I

アジア平均 120.7 145.8 164.7

(出典) selected lndicators ofFood and Agriculture Development in

Asia - Paci血: Region, FÅo, 1995

しかし､農業を主体とするメコン河流域諸国の一人当り国内総生産は依然として低い｡

一人当りの国内総生産(1993年)

一人当りのGDP(S)

ラオス 290

カンボジア 200

タイ 2,130

(内､東北タイ) (840)

ベトナム 170

(出典) IBRD World Development Report,他

2.2 農業生産の向上に向けて

就労人口の高い割合を農業分野が占め,国内総生産に占める割合も高いことから､農業の生産性

を高めることがメコン河下流域内の社会･経済開発にとって不可欠と見徹される｡農業の生産性

を高め､農村地域の社会･経済開発を進めるためには､ハード面とソフト面での支援が求められ

る｡
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ハード面での開発は､安定的生産を達成する為にも濯淑施設の拡充を進める必要がある｡

濯概面積の推移

l984

(1,000Ⅰ1a)

1990

(1,000ha)
年増加率(%)

ラオス l18 125 0.6

カンボジア 89 92 0.4

タイ 3,472 4,400 2.3

ベトナム 1,730 1,860 0.7

合計 5,409 6,477 1.8

(出典) selected indicators ofFood and Agriculture Development in

Asia - PaciAc Region, FÅo, 1995

また､肥料等インプットの改善によって生産性を向上することも必要とされる｡メコン河下流4

ケ国の施肥量は未だ低いレベルにある｡

農地当りの施肥量

(kgp1antnutrientsnla)

1983 1990 1993

ラオス 0_7 1_8 4.0

カンボジア 3.1 3.5 6.I

タイ 24.5 50.7 54.1

ベトナム 57.1 85.3 135.6

アジア太平洋地域平均 83.I 116.7 ll5.3

(出典) selected Indicators ofFood and Agriculture Development in

Asia - Paci丘c Region, FÅo, 1995

濯概施設の整備と肥料等インプットの改善によって農業の生産性が改善されることが期待され

る一方で､農業分野の人的資源の開発等ソフト面での開発が必要とされてきている｡

農業分野での人的資源の開発は､特にASEANFree Trade Area (AFTA)の下で域内の自由貿易が促

進される状況下で重要性を増してきている｡ AFTAでは2003年を目標年次として域内の関税を

0%-5%に下げ､自由貿易を推進せんとしている｡農産品の多くについては各国が対象外品目リ
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ストに揚げているので直ぐには自由化されないと予想されるが､競争力を備えた農業を域内で進

めて行かざるを得ない環境に各国が置かれてきていると理解される｡

自給的な農業から競争力を備えた農業に如何に転換して行くかは農業普及を初めとするソフト

面での支援とそれを担う人材の養成に掛かっていると認識することが出来よう｡

一方で､メコン河下流域の諸国でも農村部と都市部の格差が拡大する傾向が顕著となってきてい

る｡

農村･都市人口(1992)

(%)

農村人口 都市人口 人口増加率

ラオス 81 19 3.2

カンボジア 皿.a n.a 2.7

タイ 77 23 1.4

ベトナム 78 22 2.3

農村部の開発を促進するには､農村開発のリーダーを多く養成することが宿望されている｡

2.3 メコン農学校開発の目的

これまで概観した通り､メコン河下流域の社会･経済開発の成否は域内の農業開発の成否に掛か

っていると見ることが出来る｡域内の農業開発に当っては､ --ド面での開発と共に､ソフト面

での開発､特に次代の域内農業を担う人材の養成が不可欠と判断される｡この為に､メコン河下

涜域における農業開発の人材養成を目的としてメコン農学校を設立することを目指す｡

メコン農学校の具体的な開発目的は以下の通りとすることが考えられる｡

(1)メコン河下流域の農業開発を担う人材を養成する｡

(2)人材の養成はプラクティカルな実習を主体として行い､農業指導員･農業普及員･農村開

発リーダー等の養成を主眼とする｡
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3.開発構想と反応

3. 1 メコン農学校設立構想と具体化に向けてのアブE)-チ

メコン農学校を設立する構想に対して､メコン河委員会とラオス政府から以下の反応があった｡

(1)メコン河委員会事務局からは､流域開発における人材養成の重要性が認識される中で､次

代の農業を担う人材の養成は極めて重要であると指摘された｡

(2)面談したラオス政府(国家投資協力委員会､国家計画委員会､農村省)の全ての関係者か

らは,大変良い構想であるとして構想の提案が歓迎された｡

メコン農学校は､下流域4ケ国の人材養成を目指す構想であることから､構想の具体化に向けた

アプローチとして､マルチで進める案とバイで進める案が考えられる｡このアプローチに対する

メコン河委員会とラオス政府の反応は以下の通りであった｡

(1)メコン河委員会事務局としてはマルチとバイのどちらで進めることも可能と考える｡但し､

農学校の施設を無償ベースで建設するとなればマルチのアプローチは困発を伴うことが予

想される｡

(2)メコン河委員会としては､バイで進めるプログラムに対して承認･不承認を唱える立場に

ない(例えば､ラオス政府側が本計画の実施に関してメコン河委員会の承認を求めてきた

としても承認する立場にないと答えることになろう)
｡バイで進められるプログラムは､

バイで進めれば良い｡

(3)設立する農業校に｢メコン｣の名を付けてメコン農学校と称することにメコン河委員会と

しては何ら問題ない｡

(4)メコン農学校をバイで調査･建設した後に､運営面でメコン河委員会が別途協力すること

を検討することも可能であろう｡
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(5)ラオス政府としては､メコン農学校をラオスに設立して､日本･ラオスのバイの協力で進

めることを望む｡

3. 2 設立の場所

メコン農学校をラオスに設置することに対して､メコン河委員会とラオス政府の面談者から何ら

異論は提示されなかった｡

ラオスに設置する場合､ヴイエンチャン市近郊､サベナケット市近郊､バクセ市近郊の3地区が

候補地として考えられるが､下記の状勢からしてサバナケット市近郊に設立する案が有望と考え

られる｡

(1)ヴイエンチャン市近郊では､実習･生産農場を広く取る用地の取得に困帯が予想される｡

(2)サバナケット市近郊での設置は下記の利点を有する｡

- 農場用地の手当てが比較的に容易である｡

- サバナケット橋の建設が予定され､東西回廊(9号線)と南北回廊(13号線)の交差

地点として交通の便が良くなる｡

- サバナケットはラオスの重要開発地区とされている｡サバナケット及びタケクを中心と

した国境都市地域開発の調査も予定されている(JICAでプロ形).

(3)バクセ市近郊は､裏にボロベン高原を抱えており､ラオスの農業開発からすると重要な地

区ではあるが､交通ネットワークからするとサバナケットに劣る0

3.3 実習を主体とした農学校

メコン農学校では実習を主体としたプラクティカルな農業を学ぶことを構想としており､この構

想に賛同が得られた｡
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実習を主体とし､農学校の運営を出来る限り持続可能(sustainable)とする為に､下記の構想に

つき検討することが望まれる｡

(1)実習農場を併設するo 500-1,000-クタール程度の規模が構想として考えられる｡

(2)実習現場で生産する農水産物(穀類､野菜､果実､養鶏､畜産､内水面漁業)~によって､

可能な限り農学校での自給を目指す｡

(3)実習農場で生産する余剰農産物を市場に売り出して現金収入を得て､農学校､実習農場の

維持管理費に充当する(可能な限りSustainableな運営を目指す)
o

3. 4 既存施設の活用の可能性

メコン農学校を設立するに当たっては､施設を新設する案と既存施設を活用する案が考えられる｡

メコン農学校の設立候補地とされるサバナケット市には､ 1987年から1995年までラオス国の高

等農学校(secondaryAgricultural School, SAS)が運営されていた(ラオスに4つあったSASの1

つであったが､現在はAgriculturalTrainingCenterとなっている)
｡このSASでは高卒者(18才

以上)と公務員(35才以下)の農業教育が3年間(サバナケットSASの場合は各学年60人)行

われていたが､財政的要因などから廃止された経緯がある｡

現在のサバナケット農業訓練センターの敷地は限られており(ll-クタール)拡大は難しく､既

存のセンター施設もレベルが低いことから､同センターを拡充する形でメコン農学校を設立する

ことは難しいと思われる(但し､メコン農学校設立準備期間中に利用させてもらうことは考えら

れる)0

従って､メコン農学校と付属実習農場をサバナケット市近郊に設置する場合には､新たな敷地に

新設する必要があると判断される｡
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3.5 域内外との連携

メコン農学校はメコン下流域の農業開発の担い手を養成することを目指し､域内外の諸機関と連

携して運営して行くことが望ましいと助言を得た｡例えば:

(1)流域内の東北タイにあるコンケイ大学やメコン･デルタにあるカント農業大学との連携を

進める｡

(2)流域外の施設として, IRRI (InternationalRiceResearch Institute)等の国際研究機関との連携

を進める｡

(3)実習農業校を長年運営してきているパン･アメリカン農学校(在ホンデュラス)等の協力

も得る｡

3. 6 検討課題

メコン農学校の設立を検討するに当たっては､より具体的なプランを立案し､検討することが必

要とされる｡プラン立案に当たって必要とされる検討課題としては以下の事項が含まれる｡

(1)ニーズの確認

- ラオス､カンボジア､東北タイ､ベトナム/メコンデルタ地域でのプラクティカルな農

業教育の必要性についての確認･調査

一 既存教育システム･農業教育システムとの調整についての調査

(2)就労期間とカリキュラム

ー 就学期間を3年とするか4年とするか

- 学習テーマとカリキュラムの検討

一 学位授与と他の教育機関との関連性の検討

一 語学教育の必要性の検討
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(3)学生数と教授陣

一
学生数と段階的発展

一 必要な教授陣と技術協力を通じた派遣の可能性

一 教室･教育施設と宿舎施設

(4)実習農場での生産･運営

一 美習農場の規模･施設･生産運営計画

一 自給に必要な生産物･量と市場化の生産物･量

一 生産コストと市場化による収入を基にしたSustainabilityの検討

(5)農学校運営の組織

一 農学校の運営形態

一
農学校の組織と制度

(6)農学校運営の財務

一 連営コスト(有償と無償)

一 寄付･寄贈の可能性

一
財務的妥当性の評価

- iliE



4.期待されるステップ

4. 1 開発調査の必要性

第2.1'節と2.2節で概観した通り､メコン河下流域の社会･経済開発に当たっては農業開発が鍵

を握ることになると考えられ､また農業開発に際しては次代の農業を担う人材の養成が必要とさ

れていると判断されることから､メコン農学校の設立のニーズは高く､設立の目的も明確である

と判断される｡

メコン農学校の設立構想に対しては､メコン河委員会事務局の面談者も良い構想であるとして､

日本･ラオスのバイラテラルの協力で進めることを進言している｡ラオス政府関係者も良い構想

であるので実現したいと強く希望している｡

しかし､本開発案は構想の段階にあり､具体的プランを固めることが求められている｡第3.5節

に述べた通り今後検討すべき課題も多く残されている｡

以上の背景からして､メコン農学校の具体的プランを策定し評価する為の｢開発調査｣を先ず実

施することが提案される｡この開発調査では,特に組織管理上の具体策について検討･評価する

ことが求められている(SustainabilityStudy)
｡ラオス等のASEAN加盟を機としてメコン河下流

域の農業開発の転換と促進が急がれていることからして､提案された開発調査が出来る限り早い

時期に実施されることが望まれる｡

4.2 開発調査後のステップ

前節で提案した開発調査でSustainabilityが確認された場合､メコン農学校の主要施設は日本の無

償資金協力で建設することが望まれる｡但し､付属施設･機材については､設立の主旨に賛同し

て頂ける民間企業･協会等から寄贈も受け入れることが想定される｡

運営陣と指導陣は日本と諸外国の技術協力スキームに乗った専門家の派遣を中心として確保す

ることが望まれる｡ボランティア等の協力を得ることも考えられる｡その他に､国際的な

Foundationsによる資金的支援や､民間からの資金的･物的支援も広く得ることが望まれるo
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添付資料- 1

平成9年度 ADCAプロジ‥クト･ファインディング調査

ラオス国調査実施日程

日順 月/日 曜日 行 程

1 7月1日 (火) 移動(成田-バンコク)

宿泊地 備 考

バンコク 皿717(ll:00-15:15)

2 7月2日 (水) MRC訪問､ JICAタイ事務所訪問 バンコク

3 7月3日 (木) 移動

大使館･ JICA事務所表敬

4 7月4日(金) 投資協力委員会(CIC)訪問

農業省官房･濯概局訪問

JICA専門家と面談

5 7月5日 (土) 移動(ウ.ィェンチャンーサ/ヾナケット)

サハ寸ナケッ帽り知事他と面談

6 7月6日 (日) KM35開発地区視察､

農業訓練所訪問

移動(サ/､○ナケットーク○ィェンチャン)

7 7月7日(月) APB訪問､地図他資料収集

8 7月8日 (火) SPC訪問､大使館に報告

移動(ウ+ィルチャンー/､マンコク)

移動(ハ.ンコク発)

9 7月9日 (水) 移動(成田着)

ヴイエンチャン TG690(10:30-ll:40)

ヴイユンチャン

サバナケット 車輔にて移動

ヴイエンチャン 車輔にて移動

ヴイエンチャン

機中

TG691 (12:40-13:45)

JL718 (22:30- )

JL718 (
106:20)
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平成9年度 ADCAプロジェクト･ファインデイング調査

ラオス国面談者リスト

メコン河委員会(MRC)

Mr. Thevet INSISIENMAY,

Mr. Takahito MISAKI

JICAタイ事務所

Mr. Itu ADACHI

在ラオス日本大使館

Mr. Shigeki KOBAYASHI,

JICAラオス事務所

Mr. Tsuneo TAMATA,

Director, HIM Resources Development Environment

D ivision

Semior Advisor, Policy and Planning Division

First Secretary

Resident Representative

投資協力委員会(comittee for Investment and Cooperation, CIC)

Prof. Dr_ Bountiem PHSSAMAY, Vice Mimister to the Prime Mimister's Office

Secretary General, CIC

Mr. Thongphachanl1 SONNASINH, Director General, InternationalEconomic Cooperation

Department

国家計画委員会(state plaming Comittee, SPC)

Mr. SompI10ng MONGⅢONVmAY, Vice President

農林省(Mimistry of Agriculture and Forestry)

Mr. Khamphiou ⅥSSAPRA,

Mr. Langsy SAYVISITH,

Mr. Abra HASHIMOTO,

DeputyDirector General, MimisterialCabinet

Director General, Department of Irrigation

JICA Expert, Department of Irrigation



Mr. Masashi NAKAI,

Mr. Khamhou PHAmVONG,

サバナケット県

Mr. Soukueum BODEISANE,

Mr. BouakhanSISOULATH,

JICA Expert, Department of Irrigation

Counterpart to JICA Expert

Vice Govenor

Coordinator, Savannakhet InternationalCooperation

Office

Mr･別1ambone MVONG Chief, Agricultural Traiming Center

JOCV (在サバナケット)

Mr. Hiroshi OGAWA,

Mr. Gaku HAYASHIDA,

Senior JOCV

JOCV

農業振興銀行(AgriculttlralPromotion Bank, APB)

Mr. Houmpheng MANIXAY, DeputyDirector

Mr. Saksy TThVONE, Head of Credit
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平成9年度 ADCAプロジェクト･ファインディング調査

ラオス国 収集資料

No. 資料名 発行/午

1 Basic Statistics about the Socio-economic Development NationalStatisticalCenter, 1996

in也e Lao PDR

2 Economic Development in Lao PDR, Horizon 2000 Bank of the Lao PDR, 1994

3 Lao PDR, SocialDevelopmentAssessment and Strategy World Bank, 1995

4 Topographic Map (I/200,000) NationalGeographic Service
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Applicationforthe

TeclmicalCooperation (Development Study)

by也e Government oりapan

L BACKGROUND INfORMA770N

u Pro7'ect n'tle

Study on Establislment of the Mekong (Savannakhet) Agricultural

College

1.2 Locati'on

ln the vicinityof Savannakhet

1･3 fxecuti'ng Agency

l) Name of
Agency.･

Ministry of Agriculture and Forestry (MOAF)

2) Organizatz'on and StaHofAgency:
MOAF will act as the authorityresponsible

for
plannirg and implementation oL

agriculturaldevelopment of the Country. MOAF will organlZe a Steering Committee
for

this Study, including the Ministry of Education and otherministries and agencies

concemed･ MOAF will also coordinate withthe national Mekong Committee and the

secretadat of the Mekong River Commission (MRC)･

1･4 Pro)'ect lustijl'catioIZ

l) Backg7･OulZd:

Lao PDR is an agricultural⊂ountry′withthe agriculturalsedor contribu血g nearly 56 per
cent of the total Gross Domestic Product. The agricultural

land is mostly locatedinthe

Mekons river basin which covers about 85 per cent oE the national territory･

Modemization oE Lao agriculture is an urgent task, as Lao PDR becomes a member of

ASEAN and an open market policy lS introduced under the ASEAN Free Trade Area

(AFrA).

One of the maJOr COnStraints in agrlCulturaldevelopment
in Lao PDR is a shortage in

human resources to adopt modem agricultural practices･ There is an acute shortage in

agricultural extensionists to
guide

farmers′ andvillage leaders are not acquainted well

with the agrl⊂ultural development pradices in rural areas･ These ⊂o爪Straints are not

particular in Lao PDR but they are common in other nparian Countries of the Mekong

rlVer.

Practical education and training ln agri亡ultute andrural development Can be executed by

establishing a practicalagricultural college･ Students are instruded not only in classes
butinthe

agricultural
fields through cultivation of staple foods, horticulttLre′ livestock,

and inland fisheries･ The agricultural
fields intesratedinto the college are designed not

only to serve as a field of practical trainlng
but also to sustain daily life oE boarding

=it



studentsI Extra products of the college agrictllturalfields are sold out in the markets to

cover the maintenance costs of the college･
Thus′ the agn⊂ulturalcollege is planned to be

sustainable in its operation and maintenance･

Students. who will be boarding at dormitoriesinthe college campus′ will be selected丘･om

every region Of
Laos PDR･ The college willalso accept students from Cambodia, the

Northeast reglOrL Of Thailand′ and from the Mekong delta in Vietnam･ Teaching staff

will be retained throughtedtnical cooperahon on multilateraland bilateral basis.

The proposed agrimltural college is provisionally selected to locate in the vidrLityof
Savannakhet, the crossroads oE the axes to link Lao PDR with other Mekong rlParian

countries (Cambodia, Thailand, and Vietnam). Savannakhet is locatedinthe center of

the lower Mekong nver basin･

2) DevelopmelZt Polt'cy.･

nLe agriculture sector isthe most important economic sector for development of Laos PDR′

as weu as for development of other nparian countries oE the lower Mekongriver･ It is

widely reeognizedthat a key for agricultural development consistsindevelopment of
human resources, particularly education and trainlng Of agronomists′ agncultural

extension workers′ agriculhral oLbcers′ andvillage leaders･ The GoverrLment Of Laos

PDR has a basic policy to enhance education and training in the agriculturalsedor･

3) Proble7nS tO be Solved.･

Agrict11ture in Lao PDR and inthe lower Mekong river basinhas beerL Subsistence in

nature, but it has to be changed with an open market policy promoted by the ASEAN

cotJntries and the world･ This血ange is only attainable through development of human

resour⊂esinasri血1ture･

Asnoted in Paragraph 1) above, however, there is an actlte Shortage in asronomists,

agriculturalextension workers･ and a lack of vulage leaders whowill guide agn⊂ultulal

andruraldevelopment･ nLeSe COnStraints will become more seriousin Lao PDR and in the

lower Mekong nver basin when a free trade reglme and open market policy are promoted
inASEAN.

4) Sho7't-i-n and Long-tem Ob7'ectives
of肋e
Pro)'ect:

The
objectivesof the Mekong (Savannakhet) Agricultural College are to educate aTLd

train agronomists′ agricultural extension workers′ agrlCultural officers′ andvillage
leaders through practicalfield training and lectures in modern agrlCulture･

5) L>o)'ect outlz'ne:

The MekorLg (Savannakhet) AgriculturalCollege is planned to have fadlities and staff
for education and training of agronomists, agn001tural extension workers, agrl亡ultural

oFFicers, and village leaders･ The maJOr facilities will indude the followlng‥

(i) Facilities for lectures (including training instrumerLtS)

(ii) Facilities for practical training fields (including cultivation fields′ orchards′
1ivestock breeding丘elds′ fish ponds′ etc･)

(iii) Facilities for processLng and marketing
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(iv) Dormitories and boarding fadlities

Students are tmined in the Fields, practically through cultivation of various crop,
livestock breeding, and inland fisheries･ Products are used for subsistence at the college

and for marke血g to coverthe costs of college operahon and mairLtenanCe･ An adequate

size oE the agricultural fields is required to sustain operation of the ⊂o11ege･

6) ProsfleCtive BeneJi.c71an'es:
Trained agronomists′ agrlCultural extension workers′ agriculttlral of丘cers′ and village
leaderswi11 contribute for modernization of agriculture in every region Of Lao PDR and in

the lower MekorLg Over basin･

7) Pro)'ect's Pn'ority z'1Z National Development Plan:

The agrimlturalsector is accorded withhighest priority in the nationaldevelopment

plan･ Education and tmining ln agriculture is the most signi丘⊂ant and decisive Laetor for

agrimltural development in Lao PDR and in the lower Mekong nver basin･

1･5 Desirable lmplementatz'on schedule

Study on establishment of the Mekong (Sava-akhet) Agricultural College should be initiated

as early as possible･
It is desirable that the college

be
opened for operationin2000･

1･6 Exrected fulZding Sou7･Ce

lt is expected that the Government oりaparL Provide a grant aid for Construction and

procurement of the initialfa⊂ilities of the Mekong (Savannakhet) Agricultural Co11ege･

Training staff will be retained through teclmi⊂al cooperation on multilateral and bilateral

basis.

A part oE operation and maintenance costs oEthe proposed collegewill
be funded bythe sales of

extra products to be produced in the agrkultural fields of the college･

1･7 0ther Retated丹o)'ects

Various sector policy discussiorLS have been made with the international organizations･
However, no discussion/study has been made on establishment of the practical agricultural

college･
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H. 7TRMS OfR£FfRENCE

2･1 Backg7･Ound and 7ustijl'cationof the
Study

The needs for establishment of the practi⊂alagrlCultural college is qui(e acute′ as noted in

Section I above, not only for
Lao PDR butalso for other rlParian countries of the

lower Mekong

rlVer,

Since establishment of the Mekong (Savannakhet) Agricultural College is to be well planned′

particularly for its operation and maintenance, it is requested to first carry out the

development study and work out a sustainable plan for practicalagrlCulturaleducation and

training.

2･2 1ustiji'cationoflapanese recfzm'cal Coope7･ation

(1) It is understood thaりapan has been cooperatinginagricultural development of Lao PDR

and other nparian countries of the lower Mekongriver basin, and is well versedinthe

constraints and poterLtials oE agriculturaldevelopment in this reglOn･

(2) Japan has been extending a grant aid for implementation of various facilities for

education and training inAsia･

2･3 0Zl)'ecfives
of the
Study

(1) To assess/eonLim the requiremerLtS
for
pradcaleducationand traininginagriculture in

Lao PDR and in other nparian Countries of the
lower Mekong nver ;

(2) To seled the best location for establishment of the agrieulttlralcollege and to work out a

preliminary design of facilities to be required
for the agriculturalcollege;

(3) To work out an operation arLd maintenance plan of the agricultural⊂ouegeina

sustainable way; and

(4) To work out an implementation program, including sources of te⊂hicaland finandal

⊂ooperation
for implemen【ation and operation･

2･4 Study Area

ln the vidnityof SavarLnakhet, andthe regionalcontext of the lower Mekongriver basin

2･5 Scope
of the Study

(1)Assessment and Confirmation of the requirements for practiealagriculturaleducation and

trairurLg for agTOnOmists′ aSn⊂tllturalextension workers, agriculttlral ofhcers′ village
leaders′ and other agrimlttlralexperts in Lao PDR′ as weu as in theriparian countries of
the lower Mekong nVer･

(2) Planning and evaluation oF programs
for education and training at the agriculttual

⊂o11ege･

(3) Definition and Layout of fadlities to be reqtlired for practical agricultural college (e･g,′
facilities for lectures, facilities for practical

field training, Eadlities for marketing, and

fa⊂ilitiesfor boarding)

-4-



(4) Selection of the best location of the fadlities and preparation of a preliminary design of
these facilities.

(5) Estimation and evaluation of construction and operation costs oE the Eadlities

(6) Evaluation oE丘nandalnow and sustainabilityoE the agrimltural｡o11ege

(7) Preparation of an implementation program

2･6 Study Schedule

lt is expected that the Studywill be completed in 8 months from the commencement of the

Study･

2･7 Expected IIZPutS OfExrertise
lt is provisionally planned that仇e followl爪g experts W山be mobilized for the S山dy:

Team Leader

Agri仙1tural Education/ Tmining Experts

Asronomist

Agro∝onomist

AgriculturalEngineer

AfChitect /Building Engineer

EnvirortmentalE
xpert

lt is estimated thatthe totalinput oE expertise would be arotmd 30 person-months･

2･8 申pected Ma7'or out71utS

(1) hcephorL Report (in50 copies)
to be submittedwithin 2 months from the commencement of

the Study;

(2) hterim Report (in50 copies) to be submitted within 5 months;

(3) Draft FinalReport (in 50 copies) to be stJbmitted withiJt 8 months; and

(4) FinalReport (in 100 copies) to be submitted within 2 months after receipt of comments on

the Draft Final Report･

2･9 Request to Othe7･ Donor AgelZC7'es

No request has been presented to otheraid organizations/ agencies･

2･10 Other Relevant lnfomation
lt is said that the Pan-American (ZamoraTIO) Agricultural College in Honduras is a good
example of practical education and training of agn亡nlturists･ The Pan-American Agrimltural
Couege is for students not only from Honduras but aJso from other Central and South American

countdes.
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LZL SPECIETC LSSuZ:S

3･1 Envz'ronmelZtat Component

The proposed Mekong (Savannakhet) Agricultural College will educate and train for

environtnent-friendly agriculture and environmentally sustainable agriculture (cropping,
Eorestry′ and fisheries). Environmental education and training lS One Of the focuses of the

agricultural couege･

3･2 AIZticipated El-'TOIZmentat Impacts

EnviroTtmentalimpact assessmentwill be executed for construction and operation of the

proposed agncultural college and its related asrieultural fields.

3･3 Women as MaiTZ Beneji'cz'aries
Female studentswill be wel⊂omeinthe proposed agriculturalco11ege･

3･4 Pro)'ect components wht'ch requi,es Sf･eCial Consz'de'ation fo'Women
Education and training will be extended for more a血ive partidpation oE womeninagriculture
andfor considerations of genderinasricultural andruIaldevelopment adivities･

3･5 Anticz'rated Impacts on Women

Educahon and training win be extended to evaluate impacts on womeninagmiultural andrural
developme爪t.

3･6 Poverty Reduction Components

Educabon and training for enhancement of agriculturalandruraldevelopment will contribute
to the reduction of poverty particularly inruralareas･ The eradication of povertywill be akey issue to be addressed in education and traiming at the agricultural⊂ollege･

3･7 Ally ConstrailZtS agat'1ZSt Low IIZCOme People

me proposed agTICultural collegewill educate and train agricultural extension workers and
village leaders how to tackle withthe constraints on low income

people inruIalareas.
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IV. GOVfRNMfNT'S uⅣpERTAKINGS

4･1 Facilitz'es and lnfonnatioTZ

l) Assz'gnment of CountelPart PersoIZnel

MOAFwi11
asslgn an adequate number oE counterpart personnel so that the forelgn

experts will jointlywork with such local experts･ MOAF willalso mobilize counterpart
personnel from otherministries at the request of the Study Team･

2) Avaz'1able Data, Infomatz'o17,DocumelZtS, CtC.

All available data, inLormation･ and documents related to the proposed Study will be

presented to the Study Team.

3) Info-ahlolZ OIL Security Condt-lions

No
security problem is expected inthe execution of the proposed Shldy･

4･2 Undertaたz'ngs
of the

Gove7･nment

ln order to facz'titatea smooth and eff7'cz'entconduct of the Study, the
Govemment

of
Loo PDR will take lZeCeSSary measures:

(1) to secure the safetyof the
Study Team.

(2) to re-it伽me7nbers of the Study Team t.o enter, leave.and so)･o- in
the co-try in connectz'on w7'th伽7'r assignment theTetn, and exempt
them Pow atz'elZ,egZ'stration requirement and七onsular fees.

(3) to e.xe7nPt the Study Team Pom taxes, duties and any other charges on

eq叩ment, machinery and other materials brought into and out of the
count7y for the coIZduct of the Study.

(4)亨o exempt the Study Team Pom z'ncome tax and charges of any kind
7mPOSed ol-r 7'n coIZIZeCtioIZ WZ'th ally emOluments or allowances paid
to the members of the

Study Team for thez'r se7･Vices z'n conTZet'tion with
the implemelZtatZ'on

of the
Study.

(5) to provz'de necessary JTaa'lz'tiesto the Study Team jo√re7m'ttance as welt LZS

utz'lz'zatz'on of the funds z'ntroduccd in the country Pow Japan t'n
coIZneCtZ'on with the imp.lemelZtatioIZ Of the Study.

(6) to secure pe-z'ssion or ent7y into pn･vate rropeTties or resiTZ･cted areas

fo7'thecoIZduct of the St7Ldy.

(7) to secure pe-issz'on for the Study to take all data, documelZtS and
necessa'y matm'ats related to the Study out of the country to 7apalZ.

(8) to rTOVide medical s-1Z'ces as nceded･ Its expenses witl be chargeable to
the me7nbe7Wf the Study

Team.
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4･3 77ze Gop-z7nent ShaL‖Iear CtaZ'ms, if any.an･ses against me7nber(s) of the7apanese Study Team resulting Pow, occu-ng z･n the course
of
or othe,wz･se

connected wz'th the discha,ge of their dutt'es z･n the t･mpLe7nentatZ･on of thestudy, except when such ctaz'ms an･se J>om gross neglz･genc-r willful
mz'sconduct on the pa,t of the me7nber of the Study Team.

4･4 The fxecuti'ng Agency shalt act as counterpart agency tO the Japanese Study
Team and also as coordz'nating body in retah･on wz･th other governmental and
non-govmzmental organz'zatz'ons concerned for the smooth z'mrlementatz･on
of the St7Ldy.

77ze Government
of
Loo PDR assured肋at the lnattWS refe7TCdin thz･sjTonn wiltbe ensured for a s7nOOth conduct of the Development Study by the Tapanese Study

Team.
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サバナケット周辺国道13号線沿いの水田

サバナケットのフェリー港から見るメコン河



サバナケットの農業訓練センター入口

サバナケット農業訓練センター施設
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